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「因果応報の法則」の善い因作り 
 

 

今⽉は、「因果応報の法則」の因
作りと、恒例の「勝⼿応援メッセ
ージ」をお送りします。 
 

善い因とは 
⼼の作⽤に思いがあります。⼼で
思うこと、即ち、考えることがす
べての始まりと⾔われています。
善いことを思い考えることが、善
い因作りです。物事を構成するす
べての因を善い因にすると、失敗
ということはありえません。まず、
お釈迦様の⼼についての表現を
⾒てみましょう。 

この世界は心に導かれ 

心に引きずられ 

心の支配を受けている 

迷いの心によって 

悩みに満ちた世間が現れる 

すべてのものは 

みな心を先とし 

心を主とし 

心から 成っている 

汚れた心でものを言い 

また身で行うと 

苦しみがその人に従うのは 

ちょうど牽く牛に車が従うようなも

のである 

しかし 

もし善い心でものを言い 

また身で行うと 

楽しみがその人に従うのは 

ちょうど影が形に添うようなもので

ある 

悪い行いをする人は 

その悪の報いを受けて苦しみ 

善い行いをする人は 

その善の報いを受けて楽しむ 

この心が濁ると 

その道は平らでなくなり 

そのために倒れなければならない 

また 

心が清らかであるならば 

その道は平らになり 

安らかになる 

身と心との清らかさを楽しむものは 

悪魔の網を破って仏の大地を歩

むものである 

心の静かな人は安らかさを得て 

ますます努めて夜も昼も心を修め

るであろう 

と説明されています。⼼を清らか
に静かにする因を作ると、結果は
好転させられると⾔っています。 
 

無限のスピリッツと善い因 
次に、宇宙の意志、即ち宇宙の無
限の⽣命のスピリットに対する
考え⽅を⾒てみます。⾃分の思い
を、宇宙の意志や無限の⽣命のス
ピリットに対して、同調させるこ
とで、⼤きな⼒の啓⽰を得られる

という考え⽅です。これは 1897
年にアメリカで出版されたラル
フ・ウォルドー・トラインの｢In 
Tune with the Infinite｣にあり
ます。あのアメリカン・ドリーム
の考え⽅の素が著されています。
その中のひとつ「⾃分⾃⾝の魂に
忠実であれ」という記述を紹介し
ます。 

真理はわたしたちのなかにある 

あなたが何を信じるにしても、真

理は外からやってくるのではない 

わたしたちすべてのなかに 

いちばん大切な中心がある 

そこにすべての真理が満ちている 

これは、あなたの魂を通じて、宇
宙の意志が語り掛けてくるとい
うことです。 

 
善い因の作り⽅ 

善い因を作るには、⾃分の⼼が純
粋で美しい思いになっているか
どうかを反省し、チェックしない
といけません。これを怠るとすぐ
に、エゴと煩悩でいっぱいになり
ます。このことを 1902 年にイギ
リスのジェームズ・アレンが「原
因と結果の法則」で著しています。 

人間の心は庭のようなものです。

それは知的に耕されることもあれ

ば、野放しにされることもあります
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が、そこからはどちらの場合にも必

ず何かが生えてきます。もしあなた

が、自分の庭に美しい草花の種

を蒔かなかったら、そこにはやがて

雑草の種が無数に落ち、雑草の

みが生い茂ることになります。 

すぐれた園芸家は、庭を耕し、雑

草を取除き、美しい草花の種を

蒔き、それを育みつづけます。同

様に、私たちも、もしすばらしい人

生を生きたいのなら、自分の心の

庭を掘り起こし、そこから不純な誤

った思いを一掃し、その後に清ら

かな正しい思いを植えつけ、それ

を育みつづけなくてはなりません。 

正しい思いを選んで、巡らし続け
ることで、私たちは気⾼い、崇⾼
な⼈間へと上昇することができ
ます。同時に、誤った思いを選ん
で、巡らし続けると、獣のような
⼈間へと落下することもできる
のです。⼼の中に蒔かれた思いと
いう種のすべてが、それ⾃⾝と同
種類のものを⽣み出します。それ
は遅かれ早かれ、⾏いとして花開
き、やがては環境という実を結ぶ
ことになります。善い思いは善い
実を結び、悪い思いは悪い実を結
びます。 

このように古今東⻄、⼈種⽂化に
関係なく、善い因作りが、幸せな
⼈⽣を送るには、普遍的な課題だ
ということが⾒えてきます。 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
今⽉の応援メッセージです。 
 
１⼈ひとりの潜在能⼒を最⼤限
に引き出し活躍させる。これも、
リーダーにとって⼤切な役⽬で
す。「⻑所を活かす」という⾔い

⽅もありますが、あなたのお役⽬
は、そんな単純なものでは無く、
「１⼈ひとりの潜在能⼒を最⼤
限に引き出し活躍させる」という
神様に挑戦するような役⽬です。 

１⼈ひとりの潜在能⼒を最⼤限
に引き出し活躍させる。簡単には
出来ません、１⼈ひとりを本⼈以
上に知る必要があります。そのた
めに、深く、深く観察する必要が
あります。科学者が⾃然の摂理を
探し出すが如くです。 

１⼈ひとりの潜在能⼒を知った
上で、これを顕在化させる必要が
あります。これも⼀筋縄では⾏き
ません、ただ顕在化させるだけで
も難しい上に、あなたの会社の⽬
指す⽅向に沿って顕在化させる
必要があるのです。本⼈にとって
も、会社にとっても不必要な潜在
能⼒を顕在化させても意味がな
いのです。 

１⼈ひとりの潜在能⼒を⾒抜き、
未来進⾏形でその能⼒が発展さ
れることを本⼈と⼀緒にイメー
ジし、実際に使えるように訓練し
ていく。そして実際に使って、成
果が出ることを確認し、本⼈にも
分かるように、客観的に評価をし、
共に出た成果を喜び、さらに、ど
の⽅向に能⼒を伸ばしていくか
を定めて、訓練を重ねていく。 

１⼈ひとりの潜在能⼒を最⼤限
に引き出し活躍させる。その中で
も、最も重要なのは、１⼈ひとり
を好きになることです。１⼈ひと

りを好きになるから、興味がわき、
本⼈以上に潜在能⼒を⾒ぬこと
が出来る。１⼈ひとりを好きにな
るから、その⼈の活躍を本⼈以上
にワクワクしてイメージ出来る
ようになる。 

そして、１⼈ひとりを好きになる
慈愛に満ちた、あなたの思いが、相
⼿に伝わり、相⼿の⼼を動かして
いく。そんな環境の中で、１⼈ひと
りの潜在能⼒が花開くのです。 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 
善い因を作るには、⼈やものを思
いやる優しさ、即ち愛が必要です。
考え⽅が愛に満ちていれば、熱意
も愛がいっぱいです。そうすると、
宇宙の無限のスピリットからパ
ワーが能⼒として提供されるで
しょう。 
 
【⼈⽣の成果／仕事の成果】＝
【考え⽅】×【熱意】×【能⼒】 
 
【考え⽅】は－100〜＋100 
【熱意】【能⼒】は 0〜＋100 

豊原 信 


